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「
東
京
都
の
農
業
振
興
・
農
地
保
全
施
策
に
関
す
る
意
見
な
ど
」
を
決
定

一
般
社
団
法
人
東
京
都
農
業
会
議
臨
時
総
会

　

８
月
21
日
、
都
農
業
会
議
は

Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿
ビ
ル
で
会
員

１
０
４
人
の
出
席
を
得
て
臨
時
総

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
は
農
業
委
員
会
法

第
53
条
に
基
づ
く
意
見
「
東
京
都

の
農
業
振
興
・
農
地
保
全
施
策
に

関
す
る
意
見
（
案
）
」（
要
旨
２
面
）

を
決
定
し
、
会
議
終
了
後
、
東
京

都
農
林
水
産
部
へ
提
出
し
ま
し

た
。

　

第
２
号
議
案
は
、
農
業
会
議
が

就
農
相
談
等
に
よ
る
情
報
提
供
に

加
え
、
斡
旋
活
動
が
可
能
と
な
る

「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」
の
許
可

を
得
る
た
め
、
定
款
に
同
事
業
を

規
定
す
る
「
定
款
の
一
部
変
更
」

に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
３
号
議
案
は
第
２
号

議
案
に
併
せ
て
、
同
事
業
を
「
農

業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
業
務
に

関
す
る
規
程
」
の
業
務
に
位
置
づ

け
る
「
規
程
の
一
部
変
更
」
を
提

案
し
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
全
国
農
業
会
議

所
の
柚
木
茂
夫
専
務
理
事
を
講
師

に
「
最
近
の
農
政
課
題
と
農
業
委

員
会
組
織
を
め
ぐ
る
情
勢
」を
テ
ー

マ
に
研
究
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

柚
木
専
務
は
、
最
近
の
「
経
済

連
携
協
定
」
の
動
向
、
「
所
有
者

不
明
土
地
」
問
題
、「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
見
直
し
、
規
制

改
革
推
進
会
議
答
申
・
骨
太
方
針

臨時総会で挨拶をする青山会長

　

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
と
農

業
会
議
は
、
都
消
費
者
月
間
実

行
委
員
会
な
ら
び
に
（
公
財
）

都
農
林
水
産
振
興
財
団
と
共
催

で
「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

日
時
＝
12
月
５
日
（
木
）
午

後
２
時
よ
り

　

会
場
＝
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
13

階
コ
ス
モ
ル
ー
ム

　

対
象
者
＝
都
内
の
農
業
者
と

消
費
者
な
ど

　

主
な
内
容
＝
①
神
保
佳
永
さ

ん
（
イ
タ
リ
ア
料
理
シ
ェ
フ
）

の
講
演
、
②
農
業
者
と
消
費
者

の
意
見
交
換
会

「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す

あ　

ぜ　

み　

ち

▼
〝
日
本
は
世
界
の
長
寿
企

業
の
４
割
を
占
め
て
い
る
〟

―
数
年
前
、『
長
寿
企
業
は
な

ぜ
栄
え
続
け
る
の
か
』
と
い

う
本
と
と
も
に
話
題
に
な
っ

た
。
創
業
３
０
０
年
企
業
は

６
０
５
社
、
２
０
０
年
企
業
は

約
１
２
０
０
社
で
世
界
の
４
割

だ
と
い
う
。
企
業
の
究
極
目

的
は
継
続
だ
。
日
本
型
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
企
業
で
あ
る
『
老

舗
』
企
業
の
経
営
と
底
力
が

注
目
さ
れ
た
。
▼
こ
の
統
計
に

農
業
経
営
体
は
含
ま
れ
な
い
。

だ
が
、
都
内
の
農
業
経
営
者

に
５
代
目
６
代
目
は
珍
し
く
な

い
。
10
代
目
を
超
え
る
声
も

聞
く
。
軒
並
み
老
舗
組
だ
。
▼

都
市
東
京
で
、
今
日
、
業
と

し
て
農
業
を
継
承
し
続
け
る

の
は
容
易
で
は
な
い
。
時
代

の
変
遷
、
法
制
度
や
政
策
の

煽
り
や
直
撃
を
凌
い
で
き
た
。

そ
の
経
営
は
、
小
さ
な
差
別

化
を
大
事
に
し
、
柔
軟
な
創

造
力
で
時
代
に
合
わ
せ
た
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
を
提
供
す
る
。

補
助
エ
ン
ジ
ン
を
持
ち
つ
つ

も
、
本
業
は
ぶ
れ
な
い
身
の

丈
経
営
。
老
舗
企
業
と
同
様

だ
。
▼
現
在
ま
で
営
農
活
動

を
継
続
で
き
て
い
る
こ
と
が
、

持
続
可
能
性
の
高
い
『
老
舗
』

経
営
体
で
あ
る
証
。
東
京
に

は
、
実
践
し
て
き
た
逞
し
い

農
業
経
営
者
の
一
大
集
団
が

息
づ
い
て
い
る
。

　

都
農
業
会
議
は

８
月
21
日
、
臨
時

総
会
で
決
定
し
た

「
東
京
都
の
農
業
振

興
・
農
地
保
全
施

策
に
関
す
る
意
見
」

を
都
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
は
農
業
委
員
会
法

第
53
条
に
基
づ
く
も
の
で
、
担

い
手
の
確
保
と
農
地
の
継
承
に

向
け
た
支
援
施
策
の
強
化
を
都

に
提
案
、
要
望
す
る
内
容
で
す
。

　

意
見
書
を
上
林
山
農
林
水
産

部
長
に
手
渡
し
た
後
、
都
内
の

農
業
委
員
会
長
ら
と
都
農
林
水

産
部
と
の
意
見
交
換
会
も
開
か

れ
、
農
業
改
良
普
及
事
業
の
強

化
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
に
対
す
る
支

援
等
に
関
し
て
率
直
に
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。

東
京
都
に
農
業
委
員
会
法
第
53
条
に
基
づ
く
意
見
を
提
出

提出した意見について意見交
換を行う

で
の
農
地
政
策
等
の
情
勢
と
課
題

を
農
業
委
員
会
組
織
の
対
応
と
併

せ
て
説
明
。
今
後
の
展
望
を
見
据

え
た
農
業
の
構
造
変
化
と
現
状
を

解
説
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
体

制
と
な
っ
た
農
業
委
員
会
組
織
の

活
動
強
化
に
つ
い
て
課
題
等
を
示

し
な
が
ら
、
中
長
期
的
な
農
地
管

理
と
担
い
手
育
成
へ
の
役
割
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

東
京
都
農
業
会
議
情
報

第
３
７
２
号　

令
和
元
年
９
月

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
５

編
集
及
び
発
行 　（
一
社
）東
京
都
農
業
会
議
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第
５
回
常
設
審
議
委
員
会

　

令
和
元
年
８
月
21
日
、
Ｊ
Ａ

東
京
南
新
宿
ビ
ル
に
て
臨
時
総

会
終
了
後
に
開
催
し
た
。

報
告

　

①
７
月
17
日
～
８
月
20
日
の

農
業
会
議
主
要
業
務
お
よ
び
今

後
の
会
議
な
ど
の
開
催
計
画
を

説
明
し
た
。
②
７
月
の
農
地
法

第
４
条
・
第
５
条
の
農
地
転
用

許
可
状
況
を
東
京
都
よ
り
報
告

が
さ
れ
た
。
③
生
産
緑
地
に
関

す
る
条
例
改
正
等
の
状
況
と
特

定
生
産
緑
地
の
指
定
に
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
状
況
を
報
告

し
、
今
後
と
も
区
市
と
連
携
し

進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。

第
６
回
常
設
審
議
委
員
会

　

令
和
元
年
９
月
17
日
、
Ｊ
Ａ

東
京
南
新
宿
ビ
ル
で
開
催
し

た
。　

議
事

　

農
地
法
第
18
条
の
規
定
に
基

づ
く
知
事
諮
問
１
件
に
つ
い
て

審
議
し
、
許
可
相
当
と
し
て
答

申
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

報
告

　

①
８
月
21
日
～
９
月
16
日
の

農
業
会
議
主
要
業
務
お
よ
び
今

後
の
会
議
な
ど
の
開
催
計
画
を

説
明
し
た
。
②
６
月
の
農
地
法

第
５
条
の
農
地
転
用
許
可
状
況

を
東
京
都
よ
り
報
告
。
③
農
地

中
間
管
理
権
の
取
得
と
農
地
利

用
配
分
計
画
に
よ
る
使
用
収
益

権
の
設
定
状
況
を
報
告
し
た
。

協
議

　

①
新
農
業
委
員
会
制
度
の

取
組
や
成
果
を
次
期
の
活
動

に
つ
な
げ
る
た
め
、
農
業
委

員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
要
領
（
案
）
を
決
定
し
、

出
席
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
。
（
11
月
29
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
開
会
：
府
中
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
）

②
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
事
業
実
施
要
領
（
案
）

を
決
定
し
、
本
年
度
の
活
動

に
、
鋭
意
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。

そ
の
他

　

①
次
期
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
見
直
し
に

つ
い
て
、
②
２
０
２
０
年
度

農
林
水
産
予
算
概
算
要
求
の

概
要
、
③
規
制
改
革
会
議
検

討
状
況
、
④
台
風
15
号
の
被
害

情
報
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

常

設

審

議

委

員

会

だ

よ

り

　

８
月
21
日
開
催
の
東
京
都
農

業
会
議
臨
時
総
会
で
決
定
さ
れ

た
「
東
京
都
の
農
業
振
興
・
農

地
保
全
施
策
に
関
す
る
意
見
」

の
要
旨
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

（
要
旨
）

１
．
担
い
手
に
対
す
る
支
援
施

策
の
強
化

(1) 

農
業
後
継
者
や
新
規
就
農

者
に
対
す
る
支
援
の
強
化

　

農
業
後
継
者
や
新
規
就
農
者

等
の
就
農
促
進
や
経
営
支
援
の

施
策
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
。

(2) 

認
定
農
業
者
制
度
等
を
運

用
す
る
区
市
町
村
に
対
す
る
支

援
体
制
の
強
化

　

区
市
町
村
で
は
農
業
経
営
改

善
計
画
や
青
年
等
就
農
計
画
を

作
成
す
る
農
業
者
に
向
け
て
制

度
説
明
会
や
個
別
相
談
会
を
開

い
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組
に

対
す
る
都
の
専
門
的
な
支
援
を

抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。

(3) 

農
業
改
良
普
及
事
業
の
強

化
　

都
の
農
業
改
良
普
及
事
業
に

つ
い
て
は
農
家
の
経
営
改
善
や

農
業
技
術
の
向
上
、
農
業
後
継

者
の
育
成
や
新
規
就
農
者
へ
の

支
援
等
に
大
き
な
役
割
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
普
及
指
導

員
を
大
幅
に
増
員
し
事
業
を
強

化
す
る
こ
と
。

(4) 

補
助
事
業
の
拡
充
と
要
件
等

の
見
直
し

　

補
助
事
業
の
予
算
を
大
幅
に

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
事
業
対

象
に
つ
い
て
は
原
則
を
３
戸
以

上
か
ら
個
別
経
営
体
と
す
る
こ

と
。

(5) 

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
農
家
へ

の
支
援

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
た
農

家
と
、
流
通
業
者
、
小
売
業
者
、

飲
食
業
者
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
行
う
施
策
を
確
立
す
る
こ

と
。

(6) 

経
営
向
上
を
後
押
し
す
る

セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
研
修
会
開
催

へ
の
支
援

　

農
業
者
が
高
度
な
経
営
手
法

や
生
産
技
術
を
習
得
す
る
機

会
を
増
や
す
た
め
、
区
市
町
村

や
団
体
が
取
り
組
む
研
修
会
等

に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
こ

と
。

(7) 

認
定
農
業
者
を
目
指
す
農

家
に
対
す
る
支
援
施
策
の
確
立

　

各
種
支
援
事
業
の
対
象
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
規
定
を
設

け
た
う
え
で
認
定
農
業
者
を
目

指
す
農
家
に
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
。

２
．
担
い
手
の
組
織
化
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
に
対
す
る
支
援

東
京
都
の
農
業
振
興
・
農
地
保
全
施
策

に
関
す
る
意
見
の
要
旨

施
策
の
確
立

(1) 

区
市
認
定
農
業
者
等
の
組
織

化
な
ら
び
に
組
織
活
動
に
対
す

る
支
援

　

区
市
段
階
の
認
定
農
業
者
組

織
の
活
動
を
支
援
す
る
施
策
を

確
立
す
る
こ
と
。

(2) 

都
段
階
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
対
す
る
支
援
の
強
化

　

区
市
段
階
の
認
定
農
業
者
組

織
等
を
横
断
す
る
都
段
階
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た

め
の
取
組
に
対
す
る
支
援
を
強

化
す
る
こ
と
。

(3) 

女
性
農
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
に
対
す
る
支
援
の
強
化

　

女
性
農
業
者
が
仲
間
を
つ
く

り
相
互
研
鑽
を
は
か
る
場
と
な

る
よ
う
組
織
化
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
対
す
る
支
援
を
強

化
す
る
こ
と
。

３
．
次
世
代
に
都
市
農
地
を
継

承
す
る
た
め
の
施
策
の
確
立

(1) 

都
市
農
地
の
継
承
等
に
関
す

る
相
談
窓
口
の
設
置

　

都
市
農
地
制
度
や
税
制
、
各

種
施
策
等
に
つ
い
て
農
家
か
ら

の
相
談
に
総
合
的
に
対
応
で
き

る
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
。

(2) 

農
地
保
全
と
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
調
査
・
研
究
予
算
の
確

保
　

農
地
保
全
と
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
総
合
的
な
政
策
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
す
る
た
め
の
予

算
を
措
置
す
る
こ
と
。
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東
京
都
農
業
法
人
協
会
（
北

島
一
夫
会
長
）
は
９
月
６
日
、

Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿
ビ
ル
に
お
い

て
第
23
回
通
常
総
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
お
よ
び

令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
算
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
た
ほ

か
、
北
島
一
夫
会
長
お
よ
び
篠

三
男
副
会
長
が
役
員
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
の
事
業

計
画
に
お
い
て
、
例
年
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
東
京
信
連
と
農
林
中
央
金

庫
と
共
催
で
行
っ
て
い
る
「
農

業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
を
１
月
28

日
に
立
川
市
Ｊ
Ａ
東
京
第
１
ビ

ル
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
「
農
地
の
貸
借

に
よ
る
農
業
経
営
の
法
人
化
」

と
「
消
費
者
が
求
め
る
野
菜
・

果
物
の
ト
レ
ン
ド
」
に
つ
い
て
、

専
門
家
に
よ
る
講
演
を
行
う
予

定
で
す
。

第
23
回
東
京
都
農
業
法
人
協
会
通
常
総
会
開
催

　

都
農
業
会
議
は
８
月
26
日
、

都
内
に
９
つ
あ
る
区
市
段
階
の

認
定
農
業
者
組
織
の
代
表
者
な

ら
び
に
事
務
局
に
出
席
を
呼
び

か
け
、
区
市
認
定
農
業
者
組
織

連
絡
会
議
を
は
じ
め
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
各
組
織
の
連
携
を
強

化
す
る
た
め
連
絡
会
議
の
定
例

化
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
出
席

者
か
ら
お
お
む
ね
了
承
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
あ
わ
せ
て

区
市
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
の
会

長
ら
と
の
合
同
会
議
も
開
か
れ
、

こ
れ
ま
で
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
ん

で
き
た
活
動
に
つ
い
て
認
定
農

業
者
組
織
と
の
連
携
を
強
化
す

る
こ
と
を
互
い
に
申
し
合
わ
せ

ま
し
た
。　
　
　

都
内
の
認
定
農
業
者
組
織
が
連
絡
会
開
く

農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
強
化
を
目
指
す

表彰を受ける東久留米市の森本さん（左）

挨拶をする都農業経営者クラブ眞利子
会長

　

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研

究
会
（
今
村
好
一
会
長
）
は
、

８
月
30
日
に
Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿

ビ
ル
に
て
全
体
研
究
集
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
第
45
回
永
年
勤

続
表
彰
を
行
い
、
会
員
16
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
弁
護
士
の
岩
崎

紗
矢
佳
氏
に
よ
る
「
民
法
の
改

正
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

表
彰
者
（
敬
称
略
）
は
、
左

記
の
と
お
り
。

　

會
田
航
（
世
田
谷
区
）
▼
土
肥

岳
行
（
世
田
谷
区
）
▼
山
本
麗
子

（
世
田
谷
区
）
▼
水
野
哲
太
（
杉
並

区
）
▼
岸
幸
夫
（
板
橋
区
）
▼
鎌

田
佑
介（
板
橋
区
）▼
落
合
桐
士（
江

戸
川
区
）
▼
石
川
綾
子
（
羽
村
市
）

▼
宮
下
貴
裕
（
日
の
出
町
）
▼
黒

田
康
雄
（
八
王
子
市
）
▼
横
井
雅

司
（
立
川
市
）
▼
飯
島
剣
（
昭
島
市
）

▼
山
口
将
一
（
調
布
市
）
▼
小
平

莉
愛（
西
東
京
市
）▼
森
本
真
悟（
東

久
留
米
市
）▼
柏
木
徹（
小
笠
原
村
）

第
45
回
永
年
勤
続
表
彰

都
農
業
委
員
会
職
員
研
究
会
が
16
人
を
受
彰

立川市農業委員会活動について説明をうける

小林公成代表（左）より都市のなかの法人経営に
ついて説明を聞く

　

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究

会
（
今
村
好
一
会
長
）
は
、
神
奈

川
県
農
業
委
員
会
事
務
研
究
会

（
相
澤
博
会
長
）
と
の
共
催
に
よ

り
、
９
月
13
日
に
立
川
市
に
て
、

農
業
委
員
会
職
員
現
地
研
究
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
農
業
会
議
よ
り
都
内

の
農
業
委
員
会
の
事
務
処
理
等
の

状
況
、
改
正
生
産
緑
地
法
へ
の
対

応
や
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
の

状
況
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
立
川
市
農
業
委
員
会
（
粕

谷
秀
夫
会
長
）
か
ら
、
立
川
市
の

農
業
や
農
業
委
員
会
活
動
、
特
に

特
定
生
産
緑
地
制
度
の
指
定
に
向

け
た
対
応
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
現
地
研
究
と
し
て
、

小
林
養
樹
園
（
小
林
公
成
代
表
）

の
植
木
経
営
、
中
里
邦
彦
氏
の
野

菜
や
果
樹
を
生
産
し
自
動
販
売
機

な
ど
で
販
売
す
る
経
営
、
Ｊ
Ａ
の

直
売
所
「
み
の
ー
れ
立
川
」
、
粕

谷
秀
夫
氏
の
庭
先
直
売
を
中
心
と

し
た
経
営
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
東
京
都
と
神
奈
川

県
は
共
通
す
る
農
業
の
特
徴
が
多

い
の
で
、
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

東
京
都
と
神
奈
川
県
農
業
委
員
会
職
員
が

立
川
市
の
農
業
を
研
究
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都
農
業
会
議
は
、
小
笠
原
村

の
母
島
で
９
月
20
日
に
、
父
島

で
９
月
21
日
に
農
業
簿
記
記
帳

の
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
笠
原
村
特
産
の
ト
マ
ト
や

レ
モ
ン
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
を
生
産
す
る
新
規
就
農
者
や
、

少
量
多
品
目
の
野
菜
や
果
樹
を

直
売
す
る
農
業
者
な
ど
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
青
色
申
告
を

行
う
メ
リ
ッ
ト
や
複
式
簿
記
の

仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
後
、
会
計
ソ
フ
ト
を
使
っ
た

簿
記
記
帳
の
練
習
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

小
笠
原
村
に
て
簿
記
講
習
会
開
く

会
計
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
実
践
的
講
習

　

「
檜
原
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
お

い
し
い
」
と
、
近
在
の
市
町
村
か

ら
の
評
判
は
高
い
も
の
の
、
生
産

量
が
少
な
く
、
流
通
量
が
少
な
く

な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
生
産
者

の
皆
さ
ん
も
、
「
も
っ
と
檜
原
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
こ

う
」
「
生
産
量
を
増
や
し
て
い
こ

う
」
と
、
じ
ゃ
が
い
も
栽
培
組
合

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
り
、
農

業
会
議
の
事
業
で
も
あ
る
地
域
振

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
推
進
を
活

用
し
、
振
興
方
策
の
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
檜

原
村
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
め
ぐ
る
最

近
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　

７
月
28
日
、
第
１
回
「
ジ
ャ
ガ

イ
モ
ま
つ
り
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ン
シ
ャ
ク
や
メ
ー
ク
イ
ン
等

の
他
在
来
種
オ
イ
ネ
等
も
直
売
さ

れ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ピ
ザ
な
ど
の
試

食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
に
は
「
第
10
回
じ
ゃ

が
い
も
品
評
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
梅
雨
明
け
が
遅
く
、

予
定
を
３
週
間
ほ
ど
遅
れ
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
過
去
最
高

の
40
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
17
～
18
日
、
村
一
番
の
イ

檜
原
村
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
広
め
よ
う
！

第
10
回
じ
ゃ
が
い
も
品
評
会
開
催

ベ
ン
ト
で
あ
る
「
払
沢
の
滝
ふ
る

さ
と
夏
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、
会

場
に
は
、
品
評
会
の
上
位
の
出
品

や
村
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
品
種

を
ふ
ん
だ
ん
に
乗
せ
た
宝
船
の
展

示
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

品
評
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

10
月
～
11
月
の
日
程

10
・
10 

㈭ 

経
営
部
会
長
研
集
会

10
・
16 

㈬ 

職
員
全
国
研
究
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
阪
府
）

10
・
17 

㈭ 

理
事
会

10
・
17 

㈭ 

常
設
審
議
委
員
会

10
・
17 

㈭ 

現
地
研
究
会
（
東
大
和
市
）

10
・
18 

㈮ 

女
性
農
委
等
研
修
会

10
・
29 

㈫ 

～
10
・
30 

㈬

会
長
現
地
研
究
会
（
三
重
県
）

11
・
12 

㈫ 

監
査
会

11
・
18 

㈪ 

事
業
推
進
協
議
会

11
・
18 

㈪ 

常
設
審
議
委
員
会

11
・
19 

㈫ 

島
し
ょ
地
区
検
討
会

11
・
20 

㈬ 

年
金
制
度
推
進
研

11
・
28 

㈭ 

農
委
会
長
代
表
集
会

11
・
29 

㈮ 

活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
眞
利
子
伊
知
郎
会
長
）
は
８
月

26
日
、
区
市
認
定
農
業
者
組
織

代
表
者
と
の
合
同
会
議
を
開
い

た
後
、
都
農
林
水
産
部
へ
の
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
６
月
の
都
ク
ラ
ブ
総

会
で
決
議
さ
れ
た
要
望
書
を
上
林

山
農
林
水
産
部
長
に
手
渡
し
、
担

い
手
に
対
す
る
支
援
強
化
な
ど
の

実
現
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

認
定
農
業
者
組
織
音
の
代
表

ら
も
交
え
た
意
見
交
換
で
は
、

都
の
補
助
事
業
の
あ
り
方
や
、

都
市
農
地
を
ど
の
よ
う
に
次
世

代
に
残
す
か
に
つ
い
て
率
直
に

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
の
振
興
に
向
け
東
京
都
へ
要
望
書
を
提
出

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

会計ソフトを使った簿記講習

　

「
農
業
経
営
の
法
人
化
と
農

地
の
貸
借
・
雇
用
の
活
用
研
修

会
」
を
開
き
ま
す
。

◆
日
時
＝
第
１
回
11
月
26
日

（
火
）
午
後
１
時
よ
り
／
第
２

回
12
月
19
日
（
木
）
午
後
１
時

よ
り

◆
会
場
＝
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
八
王
子 

４
階 

扇

◆
内
容
＝
農
福
連
携
の
導
入

に
つ
い
て
（
農
水
省
）
の
ほ
か
、

法
人
経
営
に
取
り
組
む
新
規

就
農
者
お
よ
び
新
規
参
入
法

人
の
取
組
紹
介
や
圃
場
見
学

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
農
業

会
議
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「

農

業

経

営

の

法

人

化

と

農

地

の

貸

借
・

雇

用

の

活

用

研

修

会

」

を

開

催

し

ま

す

要望書を上林山農林水産部長（右）に手渡す

檜原村のジャガイモ宝船




